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～北極海航路でなにが起きている？  
           利用状況、経済性、展望 
大塚夏彦 
北日本港湾コンサルタント 企画部 
GRENE 北極気候変動研究事業 特別セミナー 
北極海航路の利用実現に向けて 







































































































































































gas fuel jet fuel
naphtha gascondensate
(×1000ton) 
2.2 どこに何を運んでいるのか？   













































































































































































































































































































































• 海氷観測技術           →海氷情報の充実 
• 短期・中期の海氷予測技術 
                      →航行計画/事業計画 
• インフラの整備・充実 
             →政策・国際協力・商業利用拡大 
• 合理的な運航・利用シナリオ 
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75,600  40,142  5.000  USD/GT 6.793  7.802  9.102  10.402  11.703  13.003  13.003    
    200,710  total 272,665  313,188  365,380  417,572  469,776  521,968  521,968  234,676  
Propontis  tanker 1A 
117,055  66,919  5.000  USD/GT 6.793  7.802  9.102  10.402  11.703  13.003  13.003    
    334,595  total 454,549  522,102  609,109  696,117  783,143  870,151  870,151  369,111  






5.000  USD/T 3.901  4.681  5.461  6.241  7.022  7.802  7.802  
    330,000  total 391,037  469,245  547,452  625,660  703,867  782,104  782,104  661,579  
■新たな砕氷船支援料金システム導入 ; ドライバルク、液体バルク、LNGでの case study 
■対ロ制裁を誘発する行動をとるとともに、その報復制裁に動くロシアに、カント
リーリスクを再認識する企業 








輸送距離, 輸送コスト, リードタイム, 定時
性, 耐氷船の数, 海運市場, 燃料価格, 輸
送ネットワーク, 天然資源市場, 海賊・
チョークポイント問題 
氷況把握と予測, 航行安全性, polar 
code, search & rescue, 船員の安全衛
生, リスク評価と保険 
温暖化と長期の氷況, 航行による環境影
響(排水, 排気, 廃棄物, バラスト水, 音響 
etc.), 
油等の汚染物質の流出および予防と回収  
産業 : 海運、資源開発, 観光, 水産など 
経済 : 新しい／代替の海路, コスト削減, 地域
間の新たな経済関係 
社会 : 先住民族社会への影響, 欧亜間の新た
な関係構築 




















と分析, 市場要因、運航環境  
氷況と航行性, リスク, 安
全性, 規則・規制  
環境リスクの特性, 排気影
響 , 排出物および事故に










需要, 水案, 観光など 
 国際的な協力とガバナン
スIの必要性 
GRENE Arctic Research Project 
ご清聴 
どうもありがとうございました。 
大塚夏彦 
北日本港湾コンサルタント 
